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328～ 46 マインブルク市市民訪問団来市
4 21 JCM波 国際センターー般公開参加

422 守谷市国際交流協会理事会
5 9 日本語講座講師請習会開請
516 第37回外国人のための日本語講座開請

527 2007年 度M IFA総会
6 9 守谷市青少年海外派遣事前研修参加
619～ 25 グリーリー市高校生来市
728～ 29 」CA研 修員ホームステイ
818 19 北守谷地区夏祭 り出店
825 26 きらめき守谷 夢彩都フェスタ2007出展

919 第38回外国人のための日本語講座開講
929 異文化交流事業 「カンボジアの地雷撤去と

自立支援」参加
9 30 M FAフ ェスタ

106 守谷市国際交流協会理事会
10" ワールド ′ヽ―トナーシツプ フォーラム n茨城参加

2007年 4月～2008年 3月の主な事業

チェコと聞いて何を思い浮かべますか ?

美しいフラハを守るためにナチス ドイ

ツに屈したこ と。 ソビエ トに侵 攻され た

「プラハの春J ビロー ド革命 による民主

主義の獲得 スロバキアとの分離.

11月24日  ログハウスでチェコ共和国

大使講演会 が行われ ました。ヤ ロミー

ル  ノウォ トニー人使は駐イン ド大使 を

経て2006年 5月から駐 曰チIコ 大使 を務

められています。今回は 数千年の歴史

や支イしの紹介 お勧 めの観光 スボッ トや

芸術 チェコ料理に至るまで 多岐 にわ

たりさまざまなお話 をしていただきまし

た。チェコ大使館訪問に回行した林さん

は チェコ倶業部Jaro代表の方で 今回

の講演会開催 に当た っては多大な協力 を

いたださました。当日は大使館 や林さん

にお借 りしたチIコ の人形や書籍を会 場

に節 り 支イしの一端を見せていただき ま

した。

10 21 M FAサ 0ン 「マインブルクに親しOJ
1028 ようこそ守谷2007出展
11 4 開発教育ワークショップ「バーム油つて何 ?J
ll 17 青年交流委員会新入会員歓迎会
1117 阿見町国際交流協会設JO周 年記念式典出席
1124 チェコ共和国大使購演会
,2 8～ 9 筑波大学留学生ホームステイ
12 15 Weに ometo M FA(新 規会員説明会)
1215 イヤー エンド バーティー
112～ 14 筑波大学短期研修生 (韓国現臓教師)

ホームステイ
446 第39回外国人のための日本語講座開請
2 9 守谷市国際交流協会理事会
2 24 MIFAコ ンサー ト 草原のチェ0～

3 8～ 9 青年交流委員会卒業を祝う会
3 9 M FAサ ロン グリーリーを知ろう



夕罰

"
当日はあいにくの雨模様で 屋外で予定されていたコーナーは,ベ

てログハウス内で行われ 少し急きしいほどのフェスタにな りました。

9月 30曰 ログソヽウスでMFAフ ェス

タ2007・我ら地球人
・が行われました。

JCA研 修員は37人 とlll年より少なかっ

たのですが 市民が57人参加 (うち10

人がタト国の方)と 大勢参加して盛り上

がったフェスタになllました。

お茶席 日本舞踊 お筆 習

字などの体験 コーナーは常に

J CA研 修員が集 まって賑わ

い 初めのうちは手持ち無沙

汰ぎみだった剣玉やメンコの

コーナーも終わりごろは人だ

rJりができるほどで 担当し

たボーイスカウ トの子 どもた

ちも喜んでいました。

‖1:;膨翌

12月 15日 ログハウスでイヤー エン ドー パー

ティーが行われました。「世界の料理Jを テーマに

ドイツのソーセージをはじめ中国 ベ トナム アメリ

カ 日本の料理をlllえました。デザー トには イギリ

ス人のレイチェルさんの指導の下 会晏がイギリス伝

統のミンスミー トバイとキャロットケーキを焼き 好

評てした。レイチェルさんからは ケーキの作 ll方だ

けでなく イギリスのクリスマス時期の過ごし方やお

菓子の話をしていただくなど 異tdる国の習慣 文イヒ

を聞くことができました。

また 初の試みとして バーティーの前に新入会員

向けのオリエンテーションを開きました。会員になっ

てもM FAが どのような活動をしていて 何ができる

のか 参加するにはどうしたら良いかわからないなど

参加したいのだけれどなかなか活動に踏み込めない方

もいます。今回はフロジェクターを使い 活Ollの様子

を視覚で見ながら専PS委員会委員長の説明を受け 弓

き続いて行われたパーティーで個別に説明を受けるな

ど詳しく内容が確認できたせいか 参加した新規会員

の中から20人を超える方が専門委員会に登録されまし

た。新しいアイデアで協会活動が活性イしすることを期

待しています.

12月 8曰 から9日 にかけて 筑波大学留学生 6人

|スロバキア メキシコ 韓国 台湾 中国 キルギ

スタンから各国 1人 )を 迎え ホームステイが行われ

ました。

8日は 簡単な食事の後 着物に着杏え投扇興を楽

しんでいただきました。日本人でも体験した人は少な

い投扇興なので 参加した人たちは大いに盛 り上がリ

楽しく交流ができました。

質漱把牲ホーLス テイ

*国 際交流協会会員募集*
守谷市国際交流協会は 市民による市民のため

の国際交流を 目指 し 会員はポ ランティアで企

画 運営を行なっています。

国際交流に興味があり 活動できる人なら誰で

も歓 迎します。行事 に参加するだけでなく 企

画 運営から参加することもできます.

加入を希望される方は リーフレット 申込書を

お送りしますので 協会事為局 (市役所くらしの

支援課 0297451111(内 132))ま でお申し込

みください。



開発教育
1.月4曰  ログハウスで 昨年に弓き続き的発教育協会

から西あいさんに来ていたださ 参加体験型ワークシ∃ッ

フll式で勉強会が行なわれ ました .今 回は 「バーム油 j

を題オ1に 「本当に地球に優しいということはどういうこと

か を考えました.

'肖
費国日本で生活している私たちが 

｀
人に優しい

｀｀
地

球に優しい
‐
と思っていたバーム油t,生 産国から見れば

熱帯雨林の破壊や現地の人の生活環境を強制的に変イしさせ

ている現実があることを知りません。今回はパーム油をと

おして 環境問題も地■規模で考えなけれはならないこと

に気付かされました.

参加者たちは活発な意見交換を行い とでも楽しか った

勉強になったという感想が数多く寄せられていますが 参

加者が少ないことが気にな ります。今回は 17人 の参加

でしたが 国際交流のひとつとして 環境問題には限りま

せんが 文化や伝統の違い 価疸観の違い 格差の問題な

ど相手 1他者,の 立場を知ることも必要であり 積極的な

参加がほしいと思います.

世界と私たちのつながりを学ぶ
～公正な地球社会の実現のために

西 あい (特定非営利活動法人開発教育協会)

グローバル化の進A,だ現代において 私たちの日常

生活は 世界と様々な形で密接に関わ ,てし)ます。例

えは それは食14品売り場で原産国を見ることからも

名前になしみのある商品や企業が海外から来ているこ

とからも そしてタト国をルーツにもつ多くの隣人と出

会うことからも 感じることができます。

このように複雑につながりあ った世界で暮らしてい

るということは 同時に私たちの日常生活やち.1)と

した行lll 習慣が 遠いタト国に暮らす誰かに影響を与

えている可能性があるということも 意味しています。

そして もしそれが悪影響である場合は それを改善

することもできる ということでもあるでしょう.

「開発教育Jと 呼ばれる教育活動は こうした世界

の様々なつながりに気づき そこにどのよう0事 実が

存4■するのかを理解し 誰もが共に生きることのでき

る公正です寺lVT可能な社会を実現することをめざしてt)

ます,そ のために私たちに何ができるのかを考え さ

らにはそれを実践できるようになることIJ 開・F教育

のねらいです.

例えは 先日実施さlnた講座 「バーム油のはな しJ

を例にと4は  アイスクリームやカッフ1画 カレール

ウ コービークリーム 植物石歯0などの私たちの身近

な品々にl●われている食llであるパーム油が 海外の

ある人々の生活にとのような影響を及ぼしているのか

を,Dり 私たちと世界と.Tつながりが 必ずしも 「公

正Jな 形ではないという現実に気づき その解決に向

けて私たちにできることは何かを考えました,こ のよ

うに 「世界と私たちとのつながりJと いう視点を持

ちつつゲローバル

な課題 を捉 えるこ

と そ してそこか

ら私たちにできる

ことを見出すこと

は 開発il育の主

要な柱と言えます.

もうひとつ 開発教育が重視するのは 自分とは異

なる文化 生,こを尊重するという視点で,.世 界には

多様な文化や価値観が存在しますrJ 私たちはとかく

自分の価値観や規点を基準にして それらの 「優劣J

を判断しがちです。多様●価値観を尊重tンあうことよ

「世界の人々が共に生きることu‐できる社会をつくるJ

ための重要な一歩とも言えるでしょう。

ところで開発教育は ここまでに書いてきたことを
一方的に教えたり押しつけたりする教育

'こ

動ではあり

ません
―開発教育は 学ぶ側の主体性を重視していま

す.そ れは 開発教育が知識を得ることを目的として

いるのではなく 一人一人の気づきや態度の変容 社

会に参加できるための力量を高めることを目指してい

るためです.そ のために 開発教育は参力0型の学習形

態 (ワークショッフ)を とることが多いのです。

もしもより良い世界をつくるということにご関心が

あれは そlT気事な第 1歩 として ますは開発教育の

ワークシ∃ッフに 足を運んでみるというのはいかが

でし ,う.

参考文献 :「開発教育つてなあに?開 発教育0&A集 改

言]版J(NPO法 人)開 発教育協会 発行

=
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守谷市はこの

1年間に人 □が

700人 増加し

ていま●。この

新しい市民に守

谷市を1召介する

イベン トが 「よ

うこそ守谷 Jで

今年度 は 10月

MF AIよ活動の28日 常総運all公国で行われました。

紹介を目的に出展しました.

転入された新しい市民の方に直接活動を紹介する機

会は少なく 今後もさまざまな機会を得て 協会活動

をオ貴極的にPRし ていきたいと考えています.

墓管曇卒業生を祝う会
3月 8日  白寿

荘をお借 りし 卒

業生を祝う会を行

なしヽました。

最初に来年度の

事業作成や予算案

のことなどを話し

合い その後 告

で楽しくこ術 を食

ベ トランフなどのレクリエーシ∃ンをtン 最後に卒

業生にささやかなフレゼン トを贈りました。皆とでも

喜んでくれ 楽しく行なうことができました.

一一‘

鵬 馬頭琴の響き
2月 24曰

ログハウスで

ll FAコンサー

ト 「車原 の チ

ェロ～馬頭彗

の響 きJが 行

なわれました.

曰 じアジアの

国の伝統的な

楽器 というこ

ともあり 84

人が来場し 広いホールも人 で理まりました.「草原

のチェ01と いうタイ トルどお り 目を開じるとモン

ゴルの草原を吹き渡る風が感じらlnた演奏会でした。

演奏会後に行なわれた交流会では モンゴルのお東

子やJ・酒 小羊の肉をl●った14理なども出され あち

こちで記念写真を撮るなど話の花が咲いていまtンた。

MIFAtロ ン
都市交流委員会では 守谷市の姉妹都市であるマイ

ンブルク市 とグリー リー市を市民にもつと知 つてもら

おうとサロン形式で紹介事業を行なつています。

“マンブルク"に親しむ

10月21日  □,ハ ウスでM FAサ ロン 「マインブル

クに現しむJが 行わ■まし′た.

国際交流員のフリタさんに  ドイツの家庭 学校制

度 働く夕1生 食事につt)て話してもらい 都市交流

番昌が簡単なマインブルク市の紹介をした篠 百少年

海タト派遣で ドイツを訪問した団長から マインブルク

ミ■ンヘン ヘル リン  ドレスデンなどの写真を使っ

た紹介がありました ,旅 行で観光地を見るのとは違っ

た 「ドイツの今Jが よくわかり 会員手作りのサン ド

ウィッチは本場 ドイツバンを東京から取り寄せたこと

で 「ドイツの味Jも 壇能できたと,『評でした.

,1来的にはたとえは 「マインプルククラブJと い フ

たグルーフができて マインフルク市民と草の根交流

ができるよう こヽなれば良いと考えています.

“グリーリー"を失0ろう

「グ リーリー市を矢□ろうJが 開かれたθ】ま 3月 9日 .

サ 1,かり春めいて暖かな日でした.

:乍年 青少年海タト派遣団としてグ リー リー市を訪れ

た団長をゲス トにお招きし その時の写真を見ながら

ll験談をお話しいたださました。ほかにも歴代の団長

随行も来られ それそれの思い出を語 ジてくれました.

もともと国際交流lil会は 市民交流のために作られ

た協会です .こ うした集まりIJもっと頻繁に行なわれ

ても良いのでは と思いました.


